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(百万円未満切捨て)

１．平成31年２月期第３四半期の連結業績（平成30年３月１日～平成30年11月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

31年２月期第３四半期 12,722 7.4 1,233 71.8 1,192 76.8 775 88.5

30年２月期第３四半期 11,844 14.4 717 － 674 － 411 －
(注) 包括利益 31年２月期第３四半期 766百万円( 83.3％) 30年２月期第３四半期 418百万円( －％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

31年２月期第３四半期 611.14 －

30年２月期第３四半期 328.11 －
　

※平成29年９月１日付で普通株式10株を１株とする株式併合を実施いたしました。１株当たり四半期純利益は、平成
30年２月期の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、株式併合後の株式数を基に算出しております。

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

31年２月期第３四半期 15,726 3,652 22.8

30年２月期 15,588 2,982 18.6
(参考) 自己資本 31年２月期第３四半期 3,578百万円 30年２月期 2,906百万円
　

　

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

30年２月期 － 0.00 － 50.00 50.00

31年２月期 － 25.00 －

31年２月期(予想) 75.00 100.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 有
　　

配当予想の修正については、本日（平成31年1月10日）公表いたしました「配当予想の修正に関するお知らせ」をご
覧ください。

　

３．平成31年２月期の連結業績予想（平成30年３月１日～平成31年２月28日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 16,200 0.4 1,350 78.6 1,260 76.8 800 68.6 630.44
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 －社（社名） 、除外 －社（社名）
　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有
　

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 31年２月期３Ｑ 1,440,840株 30年２月期 1,440,840株

② 期末自己株式数 31年２月期３Ｑ 171,918株 30年２月期 171,890株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 31年２月期３Ｑ 1,268,944株 30年２月期３Ｑ 1,254,041株

　
※平成29年９月１日を効力発生日として普通株式10株を１株とする株式併合を実施しております。期中平均株式数に
つきましては、平成30年２月期の期首に当該株式併合が行われたと仮定して算定しております。

　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想
の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短信（添付資料）3ペー
ジ「1.当四半期決算に関する定性的情報（3）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、堅調な企業業績や所得の回復などを通じて、前年度に引き

続き景気は緩やかな回復基調で推移いたしました。一方で、米中貿易戦争をはじめとした世界経済における下振

れリスクは、依然として大きく、景気および経営環境について不確実性の高い状況が続いております。

　当社グループの事業分野であります建設業界におきましては、企業収益の改善等を背景に企業の設備投資が緩

やかに増加し、底堅く推移していくことが見込まれる状況であります。

　当社グループの主力事業でありますコンクリートパイル事業におきましても、全国需要は前年同期に対して大

きく増加いたしました。特に、当社の主力地区となる関東、および静岡・山梨においても需要は大きく増加し、

今期の事業環境につきましては、当社の想定を大きく上回り非常に良好な環境で推移いたしました。一方で、足

元は需要の減速が始まっており、生産量ベースでは当社の主力地区において減少に転じております。

　また、第２の柱でありますコンクリートセグメント事業につきましては、大型プロジェクトの端境期に入り、

事業環境が減速を余儀なくされております。

セグメント毎の業績は次のとおりであります。

①コンクリート二次製品事業

　コンクリート二次製品事業の主力事業でありますコンクリートパイル部門につきましては、当社グループの主

力地区となる関東、および静岡・山梨において需要が足元では減少に転じているものの前年同四半期と比べ大幅

に増加したことに加え積極的な受注活動を行った結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は、5,864百万円（前

年同四半期比16.2％増）、営業利益は775百万円（前年同四半期比21.7％増）となりました。

②コンクリートセグメント事業

　大型物件の端境期に入った当第３四半期連結累計期間の売上高は、1,292百万円（前年同四半期比39.5％減）、

営業損失は２百万円（前年同四半期は72百万円の営業利益）となりました。

③工事事業

非常に良好な事業環境の下で、施工の稼働率が高水準で推移し、また、工事が総じて順調に進捗した結果、当

第３四半期連結累計期間の売上高は、5,420百万円（前年同四半期比20.0％増）、営業利益は794百万円（前年同

四半期比139.2％増）となりました。

④不動産賃貸事業

　当第３四半期連結累計期間の売上高は、145百万円（前年同四半期比0.3％増）、営業利益は116百万円（前年同

四半期比4.8％増）となりました。

　以上の結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は12,722百万円（前年同四半期比7.4％増）、営業利益は

1,233百万円（前年同四半期比71.8％増）、経常利益は1,192百万円（前年同四半期比76.8％増）、親会社株主に

帰属する四半期純利益は775百万円（前年同四半期比88.5％増）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

　資産、負債及び純資産の状況

当第３四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べて、138百万円増加して15,726百万円と

なりました。これは主に現金及び預金が1,301百万円増加し、受取手形及び売掛金が672百万円、電子記録債権が124

百万円、有形固定資産が127百万円減少したこと等によるものであります。

負債は、前連結会計年度末に比べて、531百万円減少して12,074百万円となりました。これは主に長期借入金の増

加293百万円、役員退職慰労引当金の減少293百万円、支払手形及び買掛金の減少618百万円等によるものでありま

す。

純資産は、前連結会計年度末に比べて669百万円増加して3,652百万円となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

①業績予想について

平成31年２月期の業績予想につきましては、平成30年９月26日付「業績予想の修正に関するお知らせ」より変更

はありません。

②配当予想について

平成30年４月13日に公表いたしました期末配当予想を修正しております。詳細につきましては本日平成31年１月

10日公表の「配当予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成30年２月28日)

当第３四半期連結会計期間
(平成30年11月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,856,635 3,158,535

受取手形及び売掛金 3,336,400 2,663,411

電子記録債権 962,938 838,289

商品及び製品 510,379 528,127

原材料及び貯蔵品 195,413 144,591

未成工事支出金 335,129 262,012

その他 224,212 194,213

流動資産合計 7,421,109 7,789,181

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,400,310 1,347,211

土地 4,887,046 4,884,384

その他（純額） 896,239 824,404

有形固定資産合計 7,183,597 7,055,999

無形固定資産 191,619 160,088

投資その他の資産

投資有価証券 212,024 157,260

退職給付に係る資産 31,588 －

その他 549,118 564,675

貸倒引当金 △300 △300

投資その他の資産合計 792,431 721,635

固定資産合計 8,167,648 7,937,723

資産合計 15,588,758 15,726,904

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,407,955 2,789,274

電子記録債務 1,406,297 1,497,390

短期借入金 2,234,658 2,245,682

未払法人税等 321,552 271,386

賞与引当金 － 91,542

その他 812,245 775,569

流動負債合計 8,182,709 7,670,845

固定負債

長期借入金 3,654,461 3,947,626

役員退職慰労引当金 293,130 －

退職給付に係る負債 － 391

その他 476,018 455,658

固定負債合計 4,423,609 4,403,675

負債合計 12,606,318 12,074,521
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成30年２月28日)

当第３四半期連結会計期間
(平成30年11月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 720,420 720,420

資本剰余金 677,522 677,522

利益剰余金 1,557,661 2,237,989

自己株式 △125,900 △126,003

株主資本合計 2,829,702 3,509,928

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 3,636 439

退職給付に係る調整累計額 73,337 67,836

その他の包括利益累計額合計 76,974 68,276

非支配株主持分 75,763 74,178

純資産合計 2,982,439 3,652,383

負債純資産合計 15,588,758 15,726,904
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成29年３月１日
　至 平成29年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成30年３月１日
　至 平成30年11月30日)

売上高 11,844,490 12,722,691

売上原価 9,944,011 10,202,838

売上総利益 1,900,479 2,519,853

販売費及び一般管理費 1,182,757 1,286,457

営業利益 717,722 1,233,396

営業外収益

受取利息 1,197 986

受取配当金 7,533 6,361

投資有価証券評価益 1,108 －

その他 18,258 20,246

営業外収益合計 28,097 27,594

営業外費用

支払利息 70,019 59,949

投資有価証券評価損 － 7,943

その他 1,124 344

営業外費用合計 71,144 68,237

経常利益 674,675 1,192,753

特別利益

固定資産売却益 4,057 －

投資有価証券売却益 － 181

特別利益合計 4,057 181

特別損失

固定資産売却損 － 62

固定資産除却損 0 209

減損損失 26,868 －

投資有価証券売却損 － 659

特別損失合計 26,868 932

税金等調整前四半期純利益 651,864 1,192,003

法人税、住民税及び事業税 236,095 417,158

法人税等合計 236,095 417,158

四半期純利益 415,769 774,844

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主
に帰属する四半期純損失（△）

4,303 △654

親会社株主に帰属する四半期純利益 411,465 775,499
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成29年３月１日
　至 平成29年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成30年３月１日
　至 平成30年11月30日)

四半期純利益 415,769 774,844

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 964 △3,275

退職給付に係る調整額 1,334 △5,451

その他の包括利益合計 2,299 △8,727

四半期包括利益 418,068 766,117

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 413,782 766,801

非支配株主に係る四半期包括利益 4,285 △684
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　 該当事項はありません。

　

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　 該当事項はありません。

　

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

　 （税金費用の計算）

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会

計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成29年３月１日 至 平成29年11月30日）

　１. 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

コンクリート
二次製品事業

コンクリート
セグメント

事業
工事事業

不動産賃貸
事業

計

売上高

(1)外部顧客
への売上
高

5,045,593 2,137,170 4,516,555 145,171 11,844,490 － 11,844,490

(2)セグメン
ト間の内
部売上高
又は振替
高

152,801 － － 25,986 178,787 △178,787 －

計 5,198,394 2,137,170 4,516,555 171,157 12,023,277 △178,787 11,844,490

セグメント
利益

637,411 72,531 332,346 111,341 1,153,631 △435,909 717,722

(注) １ セグメント利益の調整額△435,909千円には、セグメント間取引消去13,083千円、各報告セグメントに配分

していない全社費用△448,993千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一

般管理費及び技術試験研究費であります。

２ セグメント利益の調整後の金額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

　２. 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　 （固定資産に係る重要な減損損失）

　 報告セグメントに帰属しない全社資産において、将来使用見込みがない遊休資産の帳簿価額について、回収

可能価額が帳簿価額を下回ったことから減損損失を計上しております。なお、当該減損損失の計上額は、当第

３四半期連結累計期間においては26,868千円であります。

　

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成30年３月１日 至 平成30年11月30日）

　１. 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

コンクリート
二次製品事業

コンクリート
セグメント

事業
工事事業

不動産賃貸
事業

計

売上高

(1)外部顧客
への売上
高

5,864,080 1,292,027 5,420,908 145,674 12,722,691 － 12,722,691

(2)セグメン
ト間の内
部売上高
又は振替
高

91,136 － － 25,986 117,122 △117,122 －

計 5,955,216 1,292,027 5,420,908 171,661 12,839,814 △117,122 12,722,691

セグメント
利益又は
損失

775,530 △2,112 794,840 116,739 1,684,998 △451,601 1,233,396

(注) １ セグメント利益又は損失の調整額△451,601千円には、セグメント間取引消去14,312千円、各報告セグメン

トに配分していない全社費用△465,914千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属

しない一般管理費及び技術試験研究費であります。

２ セグメント利益又は損失の調整後の金額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

　２. 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　 該当事項はありません。
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